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●場合の数:起こりうる可能性のパターン数を考える問題です。

◆解き方とポイント

「サイコロを１回振った時に出る目のパターン」「コインを１枚投げた時の裏表の
パターン」など、試行回数が１回の時は、結果のパターンをそのまま数えること
が出来るので単純です。

場合分けが単純な場合は、図式化するなどして場合の数
を求めましょう。順列や組み合わせの問題の場合は、
各公式を利用して求めましょう。

イラスト引用：https://illustmansion.com/trend/money/coins
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例題

表が◯（白）で、裏が●（黒）になっている１枚のコインがあるとする。このコインを３回
投げた時の結果のパターン数（場合の数）はいくつになるか。

Ａ ４パターン Ｂ ８パターン Ｃ １２パターン
Ｄ １６パターン Ｅ ２０パターン Ｆ ２４パターン
Ｇ ２８パターン Ｈ Ａ～Ｇのいずれでもない

１回目投げた時の目の出方は、「表◯」「裏●」の２種類どちらか。
２回目投げた時の目の出方は、同じく「表◯」「裏●」の２種類どちらか。
３回目投げた時の目の出方も、同じく「表◯」「裏●」の２種類どちらか。

なので、１回目２種類から選び、２回目２種類から選び、３回目の２種類から選ぶ。
２×２×２＝２³＝８パターン 答え Ｂ ８パターン
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練習問題

（１）大小のサイコロ２個を振ったとき、出た目の和が７になるのは何通りか。

Ａ ２通り Ｂ ４通り Ｃ ６通り Ｄ ８通り
Ｅ １０通り Ｆ １２通り Ｇ １４通り Ｈ Ａ～Ｇのいずれでもない

出た目の和が７になるのは、
（１、６）（６、１）
（２、５）（５、２）
（３、４）（４、３）
の６通り。 答え Ｃ ６通り
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練習問題

（２）大小のサイコロ２個を振ったとき、出た目の和が５の倍数になるのは何通りか。

Ａ １通り Ｂ ３通り Ｃ ５通り Ｄ ７通り
Ｅ ９通り Ｆ １１通り Ｇ １３通り Ｈ Ａ～Ｇのいずれでもない

５

１０

出た目の和が５の倍数になるのは、５、１０の時。
（１、４）（４、１）
（２、３）（３、２）
（５、５）
（６、４）（４、６）
の７通り。 答え Ⅾ ７通り
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●順列:複数のものを順番に並べた場合に、何通りの並べ方があるのか
を求める問題です。

◆解き方とポイント

ｎ個の中からｒ個取り出して「並べる」とき何通りの並べ方があるかを考えます。

n Ｐ r
順列

（並べ方）
n

r

全部の数

並べる数
選ぶ数実際の使い方は、例題を解きながら解説して

いきましょう。
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例題

Ａ ４通り Ｂ ８通り Ｃ １２通り
Ｄ １６通り Ｅ ２０通り Ｆ ２４通り
Ｇ ２８通り H  Ａ～Ｇのいずれでもない

の４枚のカードから１枚ずつ取り出し、横１列に４枚並べる。
この時の並べ方のパターンは何通りか。

全部の数ｎは、４枚。
並べる数ｒは、４枚。

₄Ｐ₄ ⇒全部の数の４を先頭に、階段状に１つずつ数字を小さく

しながら並べる数４回掛ける。⇒４×３×２×１＝２４通り

答え Ｆ ２４通り
イラスト引用：https://illust8.com/contents/1335
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練習問題

（１）

の４枚のカードから１枚ずつ取り出し、横１列に３枚並べる。
この時の並べ方のパターンは何通りか。

Ａ ４通り Ｂ ８通り Ｃ １２通り
Ｄ １６通り Ｅ ２０通り Ｆ ２４通り
Ｇ ２８通り H  Ａ～Ｇのいずれでもない

全部の数ｎは、４枚。
並べる数ｒは、３枚。

₄Ｐ₃ ⇒全部の数の４を先頭に、階段状に１つずつ数字を小さく

しながら並べる数３回掛ける。⇒４×３×２＝２４通り

答え Ｆ ２４通り
イラスト引用：https://illust8.com/contents/1335
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練習問題

（２）１，２，３，４，５の数字から異なる３個の数字を取って出来る３桁の整数は何通りか。

Ａ １０通り Ｂ ２０通り Ｃ ３０通り
Ｄ ４０通り Ｅ ５０通り Ｆ ６０通り
Ｇ ７０通り H  Ａ～Ｇのいずれでもない

全部の数ｎは、５つ。
並べる数ｒは、３つ。

₅Ｐ₃ ⇒全部の数の５を先頭に、階段状に１つずつ数字を小さく

しながら並べる数３回掛ける。⇒５×４×３＝６０通り

答え Ｆ ６０通り
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●組み合わせ:複数のものを順番に選ぶ場合に、何通りの並べ方があるの
かを求める問題です。

◆解き方とポイント

ｎ個の中からｒ個取り出して「組み合わせる」とき何通りの組み合わせ方がある
かを考えます。

実際の使い方は、例題を解きながら解説して
いきましょう。
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例題

Ａ ４通り Ｂ ８通り Ｃ １２通り
Ｄ １６通り Ｅ ２０通り Ｆ ２４通り
Ｇ ２８通り H  Ａ～Ｇのいずれでもない

の４枚のカードから３枚を取り出して封筒に入れるとした場合、
封筒に入ったカードの組み合わせは何通りあるか。

全部の数ｎは、４枚。
封筒に入れる数ｒは、３枚。

₄Ｃ₃＝ ＝ ＝４通り
₄Ｐ₃
₃Ｐ₃

４×３×２

３×２×１

答え A ４通りイラスト引用：https://illust8.com/contents/1335
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Ａ ２通り Ｂ ４通り Ｃ ６通り
Ｄ ８通り Ｅ １０通り Ｆ １２通り
Ｇ １４通り H  Ａ～Ｇのいずれでもない

の４枚のカードから２枚を取り出して封筒に入れるとした場合、
封筒に入ったカードの組み合わせは何通りあるか。

全部の数ｎは、４枚。
封筒に入れる数ｒは、２枚。

答え C ６通り

練習問題

₄Ｃ₂＝ ＝ ＝６通り
₄Ｐ₂
₂Ｐ₂

４×３

２×１

２

（１）

イラスト引用：https://illust8.com/contents/1335
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練習問題

（２）１，２，３，４，５の数字から異なる３個の数字を取る組み合わせは何通りか。

Ａ ５通り Ｂ １０通り Ｃ １５通り
Ｄ ２０通り Ｅ ２５通り Ｆ ３０通り
Ｇ ３５通り H  Ａ～Ｇのいずれでもない

全部の数ｎは、５つ。
取る数ｒは、３つ。

₅Ｃ₃＝ ＝ ＝１０通り
₅Ｐ₃
₃Ｐ₃

５×４×３

３×２×１

２

答え Ｂ １０通り


